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業
で
は
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
運

用
を
開
始
し
た
「
コ
ン
ビ
ニ
収
納
」

の
利
用
が
大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。

鏡
石
駅
東
第
１
土
地
区
画
整
理

事
業
に
つ
い
て
は
、
第
１
工
区
内

の
９
区
画
分
の
保
留
地
を
全
区
画

販
売
完
了
で
き
る
よ
う
、
Ｐ
Ｒ
に

努
め
て
い
ま
す
。
第
３
工
区
で
は

（
仮
称
）
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
敷
地

の
一
次
造
成
工
事
及
び
街
路
築
造

工
事
に
着
手
し
、
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

本
年
度
の
主
要
事
業
の
執
行
状

況
に
つ
い
て
は
、
道
路
等
側
溝
堆

積
物
撤
去
・
処
理
事
業
で
本
年
度

予
定
の
５
地
区
が
年
度
内
に
は
全

て
完
了
す
る
見
込
み
で
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
に
つ

い
て
は
、
商
品
券
購
入
者
を
増
や

す
た
め
、
申
請
期
間
を
１
月
20
日

ま
で
延
長
し
ま
し
た
。

町
税
等
収
納
率
向
上
対
策
事

第
２
回
町
議
会
定
例
会
が
12

月
9
日
㈪
か
ら
13
日
㈮
ま
で
の

５
日
間
で
開
催
さ
れ
、
議
案
16
件

が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
今
回
の
議
会
で

審
議
さ
れ
た
主
な
内
容
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

一
般
会
計
に
13
億
2
，
９
８
８

万
円
を
増
額
補
正

　

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、

13
億
２
，
９
８
８
万
円
が
増
額
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
般

会
計
の
予
算
総
額
は
、
77
億
８
，

３
４
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
補
正
予
算
の
内
容
は
、
台

町
長
説
明
要
旨

風
第
19
号
に
よ
る
農
用
地
等
の
復

旧
工
事
費
、
農
業
用
パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
の
再
建
、
農
業
用
機
械
の
修
繕

に
か
か
る
再
取
得
の
た
め
の
支
援

交
付
金
の
増
額
な
ど
で
す
。

そ
の
他
の
主
な
提
出
議
案

●

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

●

特
別
会
計
等
補
正
予
算
（
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
、
鏡
石
駅
東

第
１
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会

計
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
、
上
水
道
事
業
会
計
）

町 議 会 定 例 会　
第 2回

　 議案 16件を議決

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
に
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
る
方
に
賦
課
さ
れ
る

税
金
で
す
。
次
の
よ
う
な
場
合
は

令
和
２
年
２
月
28
日
ま
で
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
内
容
に
よ
っ
て
は
別

途
書
類
の
提
出
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

令
和
元
年
（
平
成
31
年
）
中
に
建

物
を
解
体
し
た
方
・
固
定
資
産
の

所
有
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
ご
家
族

の
方
へ

●
家
屋
滅
失
届

　

未
登
記
の
家
屋
（
住
宅
、
倉

庫
、
作
業
場
等
）
を
12
月
31
日
ま

で
に
取
り
壊
し
た
場
合

●
相
続
人
代
表
者
届

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
所
有
し
て

い
た
固
定
資
産
の
相
続
登
記
が
12

月
31
日
ま
で
に
完
了
し
て
い
な
い

場
合

●
家
屋
課
税
名
義
人
変
更
届　
　

　

未
登
記
家
屋
に
つ
い
て
令
和
２

年
度
以
降
の
課
税
名
義
人
を
変
更

す
る
場
合

令
和
元
年
（
平
成
31
年
）
中
に
太

陽
光
発
電
設
備
（
パ
ネ
ル
等
）
を

設
置
し
た
土
地
の
所
有
者
の
方
へ

　
売
電
を
目
的
と
し
て
太
陽
光
パ

ネ
ル
等
を
設
置
し
た
土
地
の
所
有

者
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和

２
年
度
の
土
地
評
価
額
に
変
更

（
自
家
用
発
電
設
備
は
除
く
）
が

生
じ
ま
す
の
で
、
設
備
を
設
置
し

た
こ
と
が
わ
か
る
書
類
等
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
町
民
課
☎
62
–
２
１
１
４

民
生
児
童
委
員
の
委
嘱
状
伝
達

式
が
12
月
２
日
㈪
に
役
場
第
一
会

議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
今
後
３
年
間
、
民
生
児
童
委

員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
く
22

名
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

民
生
児
童
委
員
は
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
地
域
住
民
か

ら
社
会
福
祉
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
、必
要
な
支
援
を
行
う
方
々
で
、

近
年
は
そ
の
重
要
性
・
存
在
意
義

が
改
め
て
認
識
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

式
で
は
、
就
任
さ
れ
る
委
員
を

代
表
し
て
大
中
和
枝
さ
ん
に
遠
藤

町
長
か
ら
委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
退
任
さ
れ
る
方
々

へ
も
厚
生
労
働
大
臣
な
ど
の
感
謝

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

就
任
さ
れ
る
委
員
の
皆
さ
ん
に

は
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
心
配

ご
と
相
談
員
の
委
嘱
状
も
交
付
さ

れ
ま
し
た
。
町
の
心
配
ご
と
相
談

は
毎
月
第
一
日
曜
日
の
午
後
に
、

民
生
児
童
委
員
、
行
政
相
談
員
、

人
権
擁
護
委
員
に
よ
り
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
で
も
、
社

会
福
祉
に
関
す
る
相
談
は
、
皆
さ

ん
の
地
域
を
担
当
す
る
民
生
児
童

委
員
さ
ん
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●

問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
こ
ど
も
課
☎
62
–
２
２
１
０

鏡石町民生児童委員　　　　　　
　　　22名が決定！

退任者のみなさん
お疲れ様でした

　相樂　榮子さん　　藤島　憲吉さん
　面川　幸子さん　　根本　光房さん
　石橋　勝子さん　　滝田　正清さん
　栁沼　正巳さん　　中本　富男さん
　添田栄三夫さん　　村越　孝子さん
　鈴木　由美さん　　込山　愛子さん
　八巻トシ子さん

大中　和枝 さん
鏡石町全域（再）

高宮美佐子 さん
旭町区（再）

角田　千恵 さん
仁井田区（新）

添田　英作 さん
成田区（新）

星　　直子 さん
久来石区（再）

藤島　洋子 さん
鏡石四区（再）

鈴木惠美子 さん
鏡石一区（新）

関根　　学 さん
笠石区（新）

藤野　恵子 さん
鏡石四区（再）

山野邉和子 さん
鏡田区（再）

大中　弘子 さん
高久田区（新）

吉田寿美江 さん
成田区（新）

栁沼　清志 さん
笠石区（再）

菊地　一巳 さん
久来石区（新）

大木　弘子 さん
鏡石三区（新）

安藤　静江 さん
さかい区（新）

大塚　秀俊 さん
笠石区（再）

草野　孝重 さん
豊郷区（新）

村越　栄子 さん
鏡石町全域（新）

髙宮　文男 さん
成田区（再）

門脇　正恭 さん
鏡石二区（新）

今泉　　章 さん
鏡田区（新）

～地域福祉のリーダー～

税
務
町
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ


